
陶
淵
明
の

「
勧
農
」

詩
と
農
家
思
想

は
じ
め
に

小
論
は
陶
淵
明
の
全
作
品
を
一
詠
懐
詩
と
に
大
別
し
た
場

、
出
閤
詩
に
属
す
る
巻
…
・
詩
智
一
一
一
同
の
「
勧
農
」
詩
の
構
成
、
表

現
の
特
徴
と
、
そ
の
基
盤
を
な
す
思
想
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を

試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
勧
曲
肘
」
詩
に
注
目
す
る
の
は
、
第
一
に
淵
明
が
中
国
文
学
史
ヒ

未
曾
有
の
分
野
を
開
拓
し
て
い
っ
た
出
慰
詩
の
ほ
と
ん
ど
が
、
み
ず

か
ら
の
農
耕
体
験
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の

作
は
、
士
人
の
立
場
か
ら
、
「
勧
農
」
と
い
う
、
一
般
農
民
に
勤
労

を
勧
め
る
特
殊
な
、
正
題
に
つ
い
て
の
作
者
の
観
点
を
述
べ
る
こ
と
に

終
始
し
、
む
し
ろ
約
耕
を
開
始
す
る
以
前
の
、
彼
の
生
き
る
姿
勢
の

一
部
を
う
か
が
う
に
廷
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
む
ま
た
第
二
に
は
、

こ
の
詳
の
論
旨
の
震
関
が
、
終
末
部
に
お
い
て
、
奇
鱗
と
も
い
え
る

秘

折

を

示

し

、

作

者

の

て

検

討

す

る

必

要

を

痛

感

し

た

上

田

武

た
め
で
あ
る
の

「
勧
農
一
詩
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
日
、
中
の
註
釈
警
に
、

「
掬
淵
明
の
重
農
主
義
を
う
た
う
も
の
」
「
農
本
・
季
-
出
版
の
思
想
を
表

す
作
品
」
と
い
っ
た
説
明
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
淵
明
が
間
関
生

活
と
波
行
し
て
、
農
業
労
働
に
手
を
染
め
、
そ
れ
が
全
く
新
し
い

文
学
の
視
点
を
精
神
の
内
部
に
は
ぐ
く
ん
で
い
っ
た
の
は
疑
う
こ
と

が
で
き
な
い
っ
た
だ
「
勧
農
」
詩
は
的
耕
経
験
以
前
の
、
別
な
次
元

で
生
み
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
そ
の
契
機
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、

中
国
古
代
に
あ
っ
て
、
農
業
の
重
要
性
を
強
調
し
た
思
想
運
動
、
す

な
わ
ち
諸
子
の
「
農
家
」
窓
想
と
の
出
合
い
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ

る
の
で
あ
る
c

だ
が
管
晃
の
及
、
必
限
り
で
は
、
近
、
現
代
の
学
界
で
、

向
者
を
関
連
付
け
た
指
摘
は
、
郭
維
森
・
包
且
忠
誠
共
著
『
潟
槻
明
集

金
釈
』
(
賓
Mm
人
民
出
版
社
・
一
九
九

O
)
題
解
の
、
「
初
め
の
一
一
章

で
、
遥
か
な
農
耕
の
麓
史
の
描
写
と
、
諾
子
の
農
本
思
想
が
結
合
さ

れ
」
と
い
う
記
述
以
外
、
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
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小
論
は
ま
ず
先
秦
か
ら
前
漢
に
か
け
て
の
農
家
の
傾
向
を
跡
づ
け
た

う
え
、
「
勧
農
」
詩
の
一
間
章
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
傾
序
で

考
察
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

円
漢
室
主
芸
文
忠
に
お
け
る
「
農
家
」

先
楽
時
代
か
ら
漢
代
へ
の
農
家
の
理
論
活
動
に
つ
い
て
、

に
よ
る
産
援
の
文
献
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
数
少
い
残
絡
が
先
学
に

よ
っ
て
そ
れ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
穏
度
で
あ
る
。
た
だ
『
漢
書
』
巻

一
一
一
ふ
!
・
嘉
文
志
十
の
諸
子
十
家
の
一
階
に
、
大
よ
そ
の
輪
郭
を
ポ
す

形
骸
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
の
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
戦
間
期

か
ら
始
め
て
前
撲
に
去
る
農
家
の
書
籍
は
九
家
百
十
四
篇
が
数
え
ら

れ
る
の
そ
の
目
録
を
時
代
毎
に
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
の

A
戦
闘

1ω
づ
仰
刷
版
』
二
十
篇
(
諸
子
疾
時
怠
於
農
業
、
道
耕
山
間

託
之
神
燥
の
)
切
明
野
老
』
十
七
議
(
夜
斉
楚
之
問
。
)

お
前
漢

lω
『
襲
安
問
』
十
六
矯
(
漢
代
内
史
、
不
知
伺
帝
時
ゅ
の
)

川
州
『
氾
勝
之
』
十
八
篇
(
成
帝
時
為
議
郎
J

m

m

『
禁
政
六
』

一
篇
(
定
形
時
、
以
一
一
〈
国
家
の
利
益
と
な
る
提
案
〉
壬

弘
農
大
守
。
)

C
時
代
不
明

1
附
ヲ

川
間
『
趨
氏
b

A
立川

斗

叶

叶

丸

川

小

川

ソ

ず

」

斗

品

、

i

j
〈

i
l

的
立
戸
都
尉
n

均
十
mm篇

氏
』
六

の
自
段
、
が
付
さ
れ
て
い
る
c

そ

こ
で
は
、
農
家
に
二
つ
の
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
の

ー
は
学
派
の
主
流
で
あ
り
、
注
者
か
ら
見
て
評
価
に
値
す
る
も
の
、

続
く
立
は
学
派
内
の
異
端
と
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。

ー
「
農
家
者
流
、
輩
出
於
農
稜
之
官
。
播
百
殻
、
勤
耕
桑
、
以
足
衣

食
、
故
八
政
三
日
食
、
二
日
貨
』
。
孔
子
日
、
司
所
重
、
民
・
食

〈
払
側
部
叩
・
尭
臼
第
二
十
・
出
注
の
解
〉
』
。
此
〈
技
術
的
な
方
策
を
提

案
し
て
民
生
に
役
立
っ
た
点
が
〉
其
所
長
也
J

E

「
及
齢
者
為
之
、

以
為
無
所
事
聖
w

王
、
欲
使
君
民
並
耕
、
料
計
上
下
之
序
。

ー
の
「
農
稜
之
官
」
は
農
業
の
管
理
指
導
の
役
人
を
指
す
。
大
島
利

「
神
農
と
農
家
者
流
」
(
『
羽
田
博
士
煩
寿
記
念
東
洋
史
論
叢
』
…

九
五

O
)
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
一
般
農
民
よ
り
も
鍍
れ
た
農
業
知
識

の
所
有
者
で
あ
っ
た
っ
春
秋
か
ら
戦
留
に
か
け
て
の
、
鉄
製
農
具
や

牛
耕
の
開
始
、
施
位
、
耕
作
法
の
改
良
発
達
に
は
、
防
局
以
来
の
被

ら
農
稜
の
官
の
伝
統
的
な
知
識
が
大
き
く
あ
ず
か
っ
て
い
た
と
想
定

さ
れ
て
い
る
。
北
貌
(
後
鶴
)
末
の
賀
思
統
『
斉
民
要
術
』
(
六
世

紀
前
半
成
書
)
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
、
芸
文
志
向
悶
録
凶
『
氾
勝

之
』
の
一
弘
前
訟
は
、
近
代
ま
で
中
間
農
業
に
影
響
を
与
え
た
耕
作
地

利
用
法
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
も
か
か
る
改
良
的
官
僚
農
業
技
術
者
の

前
期
的
な
成
果
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
芸
文
志
白
山
花

H
の
、
(
賎
し
く
頑
な
な
者
)
」
が
農
家
の
学
を
修
め
た
場
合
、
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新
た
な
取
引
一
王
出
現
の
必
要
性
を
認
め
ず
、
教
伍
並
耕
を
、
主
張
し
て
、

ト
Jrの
身
分
秩
序
を
混
乱
さ
せ
る
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
大
島
氏

は
式
子
(
前
一
一
一
七
a
J
?
{
〉
誹
八
九
)
の
時
代
に
古
代
の
聖
人
神
農
の

教
え
を
楳
傍
し
て
始
一
政
し
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
神
農
派
を
指
し
て
い

る
と
す
る
。
ウ
ナ
叫
子
』
際
文
公
・
上
に
経
場
す
る
鑓
出
身
の
許
行
と

弟
子
陳
相
(
宋
人
)
は
、
そ
の
派
に
属
す
る
者
と
し
て
記
録
に
名
を

と
ど
め
る
唯
…
の
存
夜
で
あ
る
。
彼
ら
は
出
身
地
や
階
層
か
ら
し
て
、

ま
さ
に
草
葬
の
民
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
療
相
が
君
主
た
る
も
の
は

み
ず
か
ら
鋤
鍬
を
取
っ
て
農
民
と
共
に
耕
作
に
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
、
文
公
批
判
の
議
論
を
突
き
つ
け
た
の
に
対
し
、
志
子

は
人
間
に
は
立
場
資
質
に
よ
っ
て
分
業
、
が
あ
る
(
有
大
人
之
事
、
有

小
人
之
事
)
。
「
或
労
心
、
或
一
労
力
。
労
心
者
治
入
、
労
力
者
一
治
於
人
。

治
於
入
者
食
入
、
治
入
者
食
於
人
、
天
下
之
通
義
也
J

と
い
う
脊

名
な
主
張
に
よ
っ
て
反
論
し
て
い
る
の

君
寵
蛇
ハ
耕
を
核
と
す
る
神
喪
派
の
思
想
活
動
は
、
戦
時
の
動
乱
の

さ
中
、
関
家
権
力
の
収
奪
に
よ
る
一
般
人
民
の
関
皆
を
救
済
し
よ
う

と
い
う
湖
町
想
性
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
剤
の
発
見
を
通
し
て
の
、
民
療

技
術
の
開
発
と
あ
わ
せ
て
、
秦
漢
革
命
時
に
お
け
る
諸
派
へ
の
影
響

h
は
か
な
り
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

な
お
様
相
ら
が
白
地
と
も
に
「
神
農
派
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
に

対

し

、

に

お

け

る

主

流

派

の

に

は

、

舜

の

方
、
間
王
朝
の
担
と
さ
れ
る
后
稜
の
こ
と
ば
が
、
い
く
つ
か

川
引
用
さ
れ
て
い
る
弓
大
島
氏
は
彼
ら
を
つ
桁
稜
派
」
と
呼
ぶ
が
、
小

論
で
も
以
下
大
島
氏
の
呼
称
を
援
用
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

あ
る

戦
思
・
前
漠
織
の
諸
子
文
献
に
お
け
る
農
家
の
残
簡

の
成
果
を
踏
ま
え
て
農
家
内
の
ご
流
派
の
輪
郭
を
た
ど

っ
て
み
た
が
、
本
章
で
は
、
阿
派
の
比
較
的
明
ら
か
な
残
簡
例
を
最

小
限
に
絞
っ
て
引
用
し
て
み
た
い
。

ま
ず
活
稜
一
郎
の
残
簡
は
、
つ
口
氏
春
秩
』
最
終
部
の
以
下
の
凶
篇

の
み
が
指
摘
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

川
巻
二
十
六
・
士
容
論
第
六
「
上
農
(
農
業
の
重
要
性
)
」
凶
向
上

「
任
地
(
農
地
の
十
一
質
の
利
用
法
)
」

ω向
上
「
弁
土
(
土
壌
の
弁

別
」
凶
向
上
「
審
時
(
作
物
と
時
節
の
関
係
の
判
断
)
」

こ
れ
ら
の
う
ち
「
絵
地
」
の
冒
頭
で
、
活
稜
自
身
、
が
「
子
能
以
事

(
窪
地
)
為
突
(
高
地
)
平
(
あ
な
た
は
悶
焔
の
器
地
に
土
盛
り
を

し
、
作
物
栽
培
が
で
き
る
か
)
J
「
子
能
蔵
其
悪
(
斐
)
師
揖
之
以

陰
手
(
あ
な
た
は
乾
い
た
白
い
土
〈
石
灰
震
の
士
〉
を
思
め
立
て
て

湿
澗
な
土
壌
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
)
J
と
い
っ
た
技
術
的
な

設
問
ト
項
目
を
あ
、
げ
、
「
荘
地
」
の
後
半
お
よ
び
「
弁
士
」
「
審
時
」

で
、
戸
市
稜
の
問
い
へ
の
解
答
が
な
さ
れ
て
い
る
つ
つ
ま
り
〈
篇
一
続

き

の

ま

と

ま

っ

た

内

容

で

あ

る

c

現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
る
こ
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の
文
献
の
間
分
の
三
以
上
が
技
術
面
で
の
系
統
的
な
記
述
で
占
め
ら

れ
て
い
る
点
に
活
稜
派
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

こ

の

派

の

農

政

問

題

の

の

前

半

部

分

に

要

点

いザタ。

先
務
於
曲
艇
の
良
一
農
非
徒
為
地
利
也
、

民
農
期
撲
、
楼
刻
易
用
、
臼
初
期
射
辺
境
安
、
主
佼
尊

重
一
則
少
私
議
、
少
私
議
別
公
法
立
、
力
専
一
。
(
中

略
)
后
稜
日
、
『
所
以
務
耕
織
、
以
為
本
教
山
由
ぷ
是
故
天
子
親
率

諸
侯
耕
籍
問
、
大
夫
仁
皆
有
功
業
。
楚
故
当
時
之
務
、
農
不
見
於

v
i
L
ヌ

問
、
以
教
民
葬
地
斑
也
。
(
後
略
)
汁
打
吉
先
翠
玉
の
其
の
民
を
導

人

~

が

や

れ

ト

く
所
以
は
、
農
に
務
め
し
む
る
を
先
と
す
っ
民
の
農
す
は
徒
だ
地

の
利
の
為
に
非
ず
、
党
ハ
の
志
を
貴
ぶ
な
り
。
民
農
さ
ば
別
〆
ち
撲
た

り
、
撲
た
ら
ば
別
ち
用
ひ
易
く
、
用
ひ
易
く
ば
別
ち
辺
境
安
ら
か

に
し
て
、
主
佼
(
君
主
の
佼
)
尊
し
。
民
殺
さ
ば
別
ち
護
か
な
り

電
か
な
ら
ば
別
ち
私
議
少
く
、
私
議
少
く
ば
刻
一
ち
公
法
立
ち
、
力

(
践
耕
の
こ
告
に
専
ら
な
ら
ん
の
〈
中
路
V

后
稜
臼
は
く
、

明
…
耕
織
に
務
め
し
か
る
所
以
は
、
本
を
為
す
を
以
て
教
ふ
る
な

む
ず
か

りの
h

是
の
故
に
天
子
親
ら
諸
侯
を
率
ゐ
て
籍
出
を
耕
し
、
大

夫
・
士
は
皆
功
業
(
地
位
に
応
じ
た
人
民
を
指
導
す
る
職
務
)
有

り
。
是
の
故
(
農
繁
期
)
に
は
之
れ
務
め
、

を
し
て
問
に
見
は
れ
、
ざ
ら
し
め
、
以
て

ぶ
を
教
ふ
る
な
り
a

(

後
略
)

戸
戸
別
稜
派
の
農
政
の
基
本
的
立
場
は
、
農
民
の
全
力
を
農
耕
労
働
の
一

点
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
由
民
耕
に
心
身
の
す
べ
て
を
集
中

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
は
素
朴
従
傾
と
な
り
、
君
主
の
地
位
は
安

泰
と
な
る
と
い
う
論
震
は
、
法
家
や
道
家
の
発
想
の
雑
擦
の
上
に
組

み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

法

一
方
特
農
派
の
残
簡
は
次
の
よ
う
に
各
派
に
分
散
し
て
い
る
。

ω

言
院
予
』
挟
度
第
切
守
口
氏
春
秩
』
愛
類
議

ω
明
推
顕
子
』
、
王

述
訓
川
州
問
・
斉
俗
郡
山
間
『
漢
匙
立
食
貨
志
・
上
・
議
錯
上
表

こ
こ
で
は
句
准
南
子
』
巻
十
一
斉
俗
説
に
引
か
れ
た
明
神
農
』
の

断
片
と
、
そ
れ
を
敷
桁
し
た
司
准
南
子
b

当
該
部
分
の
筆
者
の
文
章

の
一
部
を
紗
写
し
て
お
く
。
明
推
顕
子
』
の
本
文
一
を
も
引
用
し
た
の

は
、
そ
れ
が
絢
淵
明
の
「
勧
農
」
詩
と
一
定
の
関
連
性
を
持
っ
と
認

め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
つ

神
農
之
法
日
、
「
丈
夫
了
壮
部
不
耕
、
天
下
有
受
其
凱
者
。
婦
人

当
年
間
不
織
、
天
下
存
其
謀
者
二
故
〈
神
農
は
〉
身
自
耕
、
妻

綴
織
、
以
為
天
下
先
n

拡
ハ
導
民
也
、
不
黄
難
得
之
貨
、
不
器
〈
道

具
と
し
て
使
わ
な
い
〉
無
期
之
物
。
間
定
故
其
耕
不
強
者
〈
つ
と
め

な
い
者
〉
、
養
生
っ
其
織
不
力
者
、
無
以
檎
形
〈
体
を
覆
う
〉
、

山
川
其
身
ゎ
衣
食
鏡
溢
、
姦
邪
不
生
。
安
楽
無
事
、

(
中
路
)
表
世
之
倍
、
以
英
知
巧
詐
偽
、
飾
衆

出
天
下
均

(16) 



〈
多
く
の
〉
無
期
、
設
へ
貴
ぶ
〉
遠
方
之
貨
、
珍
難
得
之
財
、
一
小

横
接
待
し
之
具
、
議
〈
う
す
め
V

天
下
之
淳
、
析
天
下
之
模
、
格
線

〈
お
り
に
入
れ
〉
潟
牛
以
為
{
午
、
滑
乱
万
氏
、
以
諸
問
為
溺
、
性
命

飛
揚
、
皆
乱
以
営
〈
ま
ど
い
て
貞
一
倍
漫
潟
、
人
失
其
情
性
。

神
農
は
伝
説
で
は
市
桜
よ
り
遥
か
昔
の
袈
王
と
さ
れ
、
そ
の
主
擦

も
君
民
共
耕
、
天
下
均
一
平
の
素
朴
な
共
産
社
会
を
牧
と
す
る
、
が
、

『
孟
子
』
に
議
場
す
る
許
行
や
陳
相
の
発
一
一
一
一
山
、
出
身
地
ゃ
い
で
た
ち

な
ど
か
ら
、
戦
関
学
ば
の
混
乱
期
の
地
方
農
村
を
背
景
に
発
生
し
た

民
衆
の
思
想
と
見
ら
れ
る
つ
活
距
共
耕
の
空
想
性
や
薬
草
を
中
心
と

す
る
病
気
治
機
等
で
、
諸
子
各
派
に
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
秦
漢
統
一
帝
関
の
成
立
過
程
で
、
官
礎
的
主
流
派
に
次
第
に

吸
収
さ
れ
、
南
北
朝
を
経
て
、
『
階
書
b

の
編
纂
さ
れ
た
持
初
に
は
、

学
派
的
性
格
は
消
滅
し
去
っ
て
い
た
こ
と
が
、
経
籍
志
な
ど
か
ら
跡

づ
け
ら
れ
る
の
間
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
胸
淵
明

の
時
代
に
は
、
技
術
面
を
中
心
に
信
稜
派
と
の
混
合
が
加
速
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
推
瀦
さ
れ
る
。

四
「
勧
農
」
詩
の
構
成

そ
れ
と
ど
の
よ
う

川
岱
怒
と
古

の
輪
郭
を
概
観
し
た
が
、
掬
淵
明
の
「

る
か
、
品
に
郎
し

十
帆
ス
ω

、A
A
f
h

1h宮

町

p
f

品川
M

J
人、

一鈴川ハ

nHリ↑↑い込‘
h

v
u
A
A
4
1
ム
F

h

j

・i十
戸

倣
然
白
山
ほ

智
巧
既
萌

誰
虻
ハ
熔
之

凶
折
口
人
伊
何

機
之
伊
何

舜
既
制
約
耕

k
J
¥
ヲ
ご

r
、

両
手
L
v
f市

J
i
4
h
J

時
為
后
稜

実
日
播
殖

前
向
亦
稼
楼

八
政
始
食

趨
時
競
遂

め
に
生
れ
し
民

倣
然
と
ほ
こ
り
や
か
に
自
足
し

を
抱
き
真
を
含
む

智

巧

既

に

務

す

や

資

待

と
こ
ろ
醸
し

誰
か
其
れ
之
れ
を
賂
ら
し
め
し

に
哲
人
に
頼
る

哲
人
と
は
伊
れ
何
ぞ

杓ノ之
れ
を
路
ら
し
め
し
は
伊
れ
何
ぞ

実
に
日
れ
播
殖
す

舜

既

に

射

耕

し

属

も

亦

稼

稜

す

速
く
周
典
に
若
は
ば
八
政
は
食
を

始
め
と
す

制
限
照
と
か
が
や
く
令
き
徳
猪
椅
と

し
て
う
る
は
し
き
原
陸

存
木
は
繁
り
栄
え
和
風
は
清
や
か

に
穆
、
ぎ

紛
紛
と
む
れ
つ
ど
ふ
土
友
は
時
に

お
く
れ
じ
と
趨
り
て
競
ひ
逐
ふ

つ

り

興

一

き

本業
i諮
る実

時
れ
后
稜
為

(17) 
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節
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和
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付
土
門

Hm内

し
れ
と
叫
ゃ
ん
会
小
卓
治
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勤
際
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曳
裾
挟
手

イ
判

H
V
J
H
H
d
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五
3
d
h

H

雪員ザイ，

E

歳
募
集
業

能
不
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惚

川本
t
S叫べ正
L
I村
1

判

9
2よ
/
却
問

可
寸
寸
辺
U
M
m
¥
J
A
h

uμ
問
団
山

2
3弘山
川

野
ら
に
宿
る

気
節
は
遮
ぎ
易
く
和
沢
の
か
ぜ
と

あ
め
は
久
し
き
こ
と
難
し

hdp

九

三

つ

主

と

ち

ん

弘

治

一

翼
の
(
郷
)
欠
は
一
俄
を
携
ひ
(
長
)

d

九%

祖
(
梁
)
溺
は
棋
を
結
ふ

彼
の
賢
建
を
相
れ
ば
猶
ほ
様
畝
に

勤
し
む

矧
ん
や
認
の
衆
庶
よ
裾
を
曳
き
て

手
を
扶
か
ん
や

「
民
の
生
は
勤
し
む
に
在
的
ツ
勤
し

と

ほ

♂

制

服

め
ば
践
し
か
ら
ず
」
と

宴
し
み
安
ん
じ
て
自
ら
逸
な
れ
ば

歳
の
馨
に
は
実
を
か
議
は
ん

ム

'wA廿
h
Xれ

か

し

く

ゐ

傍
石
を
も
儲
へ
ぎ
れ
ば

飢
ゑ
と
寒

解
の
傍
列
を
顧
み
れ
ば

壊
か
ざ
ら
ん
や

孔
は
道
徳
に
耽
り
奨
須
を
ば
走
れ

齢
し
と
な
す

議
は
掠
7

惑
を
楽
し
み

ま
ず

能
く
悔
を

若
能
超
然

迩
を
高
軌

若
し
能
く
超
一
鉱
山
と
し
て

に
投
ぜ
ば

敢
へ
て
托
を
数
へ
て
敬
み
て
徳
の

美
を
讃
へ
ざ
ら
ん
や

「
勧
農
」
詩
は
全
体
と
し
て
一
一
一
段
に
分
節
で
き
る
。
第
一
段
は
伝

説
的
な
古
代
に
播
種
を
教
え
た
后
稜
や
、
拐
耕
で
範
を
垂
れ
た
舜
や

再
に
よ
っ
て
、
農
民
が
生
き
生
き
と
仕
事
に
い
そ
し
む
姿
を
う
た
っ

た

ωωω
章
、
第
二
段
は
時
が
下
っ
た
乱
世
の
春
秋
で
、
黙
々
と
臨

畝
で
働
い
た
葉
欠
や
滋
・
溺
を
引
い
て
、
「
民
生
は
勤
む
る
こ
と
に

あ
る
の
勤
労
す
れ
ば
貧
窮
す
る
事
は
な
い
J

と
厳
し
く
訴
え
た
凶

印
章
で
あ
る
。
し
か
し
第
一
一
一
段
紛
輩
と
な
る
と
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に

孔
子
と
葦
仲
野
と
い
う
大
人
物
が
農
作
業
を
蔑
視
あ
る
い
は
無
視
し

た
事
実
を
あ
、
げ
、
労
働
が
天
職
の
農
民
で
も
、
こ
の
二
人
の
生
き
方

に
追
随
で
き
る
な
ら
、
自
分
は
賛
美
を
惜
し
ま
な
い
と
い
う
奇
妙
な

結
語
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

投
遮
高
軌

合
合
、
、
訪
日
下
江
川
山

一ARP
吋

A
1
b
w品。

2
7

敬
讃
徳
美

(18) 

る
か
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
補
説
と
し
て
の

分
析
を
付
加
し
た
い
が
、
小
論
の
、
主
た
る
課
題
は
第
一
、
コ
段
の
検

っ
て
、
定
の
見
解
が
導
き
出
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五

「
勧
農
」
一
世
間
と
農
家
思
想

「
勧
農
」
詩
第

段
の
論
旨
は
、
後
述
の
よ
う
に
神
農
派
的



な
要
素
を
も
含
み
な
が
ら
、
某
本
的
に
は
応
稜
派
(
官
僚
的
主
流

派
)
の
立
場
が
中
心
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
「
続

出
版
」
の
主
題
の
金
一
点
は
、
凶
、
川
町
常
に
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
間
意

は
農
業
を
最
優
先
す
る
際
代
型
去
の
い
と
な
み
を
縫
列
し
、
末
尾
は

『尚骨一…

ι
洪
範
・
八
政
の
ゴ
日
食
い
で
集
約
さ
れ
る
の
の
出
版

し
た
農
作
業
の
描
写
は
、

で

。〉

。〉

成

果

に

外

な

ら

な

い

の

の

世

に

隠

れ

た

賢

遠

の

姿
を
前
提
に
し
、
自
の
前
の
農
民
た
ち
に
勤
労
の
訓
戒
が
熱
を
こ
め

て
強
制
さ
れ
て
い
る
ο

こ
れ
ら
持
の
や
心
部
に
お
い
て
指
摘
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
制
明
が
ご
く
自
然
に
権
力
の
側
に
立
っ
て
発

一
一
一
目
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
間
の
草
取
り
で
も
夫
婦
の
礼
を
貫
き
、
普

の
文
公
に
抜
擢
さ
れ
た
翼
の
部
欠
は
、
喪
、
索
、
成
公
的
代
三
十
年

に
わ
た
り
、
卿
と
し
て
間
の
政
治
を
支
え
た
の
「
民
生
在
勤
ぷ
々
」

の
格
ム
一
一
同
は
、
悲
の
絞
王
が
開
力
を
高
め
る
た
め
、
常
に
従
下
人
民
に

説
諭
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
ま
た
「
矧
い
「
実
」
「
能
不
」
三
箆
所

の
強
い
調
子
の
反
誌
も
、
上
か
ら

F
に
圧
力
を
か
け
る
、
い
わ
ば
官

僚
的
も
の
バ
い
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

A

ぷ
間
段
」
と
い
う
こ
と
ば
の
最
初
の
用
例
は
、
前
漢
文
帝
十
一
二
年

の
詔
勅
(
吋
史
記
』
巻
十
・
孝
文
本
紀
)
に
見
え
る
れ
以
後
成
語

ぷ
側
農
」
は
お
ト
‘
が
農
民
を
督
励
す
る
場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
て
き

た
の
隠
逸
の
道
を
踏
み
出
す
以
前
の
淵
明
が
、
の
側
に
身
を
寵

き
、
農
作
業
に
携
わ
っ
た
経
験
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
は
、
「
焚
卯

歳
始
春
、
懐
お
田
舎
」
詩
文
一
の
「
在
昔
樹
高
畝
当
年
寛
未
践
」

、
が
率
践
に
訪
っ
て
い
る
。
み
ず
か
ら
の
体
験
と
無
関
係
に
、
農
民
に

勤
労
を
勧
め
る
こ
の
持
の
制
作
が
、
笑
卯
(
四

O
一
一
一
・
三
十
九
歳
)

よ
り
か
な
り
以
前
で
あ
り
、
当
時
の
淵
明
の
主
要
な
間
関
心
は
、
官
吏

就
任
に
よ
る
政
治
参
加
に
置
か
れ
、
隠
逸
、
鰐
耕
は
い
ま
だ
当
甑
の

課
題
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、

ω山
中
間
十
で
う
た
わ
れ
る
悠
遠
の
太
古
、

自
然
と
融
合
し
た
純
真
な
生
き
方
を
し
て
い
た
人
間
が
、
時
と
と
も

に
腹
落
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
と
い
う
経
史
認
識
は
、
前
出
の

『
推
高
子
』
斉
俗
訓
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
農
家
神
農
派
の
発
想
に

幕
づ
く
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
彼
の
精
神
の
内
奥
に
深
く
根
を
下
ろ

し
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
の
諸
例
か
ら
も
具
体
的
に
裏
付
け
る
こ
と

が
で
き
よ

5
3
す
な
わ
ち
「
五
梯
先
生
伝
」
の
「
無
壊
氏
之
氏
欺
、

葛
天
氏
之
氏
歎
」
、
「
戊
申
歳
(
問
。
八
)
六
月
中
、
遇
火
」
の
「
仰

想
東
一
戸
時
余
犠
宿
中
間
鼓
腹
無
所
思
朝
起
暮
婦
線
既
己
不

通
議
」
、
{
欽
一
偽
」
註
八
二
ト
の
「
義
農
去
我
久
挙
世
少
復
真
」
そ
の

他
で
あ
る
。
ま
た
場
輩
の
畏
担
、
策
溺
に
対
し
、
淵
明
は
「
庚
成
議

(mm
…
0
)
九
月
中
、
於
務
国
穫
早
稲
」
で
「
遥
遥
祖
溺
心
千
載

乃
機
関
」
、
「
一
扇
上
部
賛
」
其
二
で
「
遼
遼
泡
溺
、
稿
耕
一
自
欣
、
入
鳥

不
骸
、
雑
獣
斯
群
」
と
敬
慕
の
念
を
表
明
し
て
い
る
。

。〉

(19) 
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心
情
は
、

淵
明
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中
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と
様
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張
り
、
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路
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象
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じ
め
の
内
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て
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そ
れ
ま
で
の
人
物
た
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う
っ
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変
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礼
子
、

輩
仲
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と
い
う
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人
の
偉
人
の
、
農
作
業
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対
す
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無
関
心

さ
が
あ
ら
わ
に
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た
わ
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る
唐
突
さ
で
あ
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勾
刊
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一
般
一
子
の
場
合
は
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学

付

8

問
に
-
沈
潜
し
た
た
め
の
無
関
心
さ
に
尽
き
る
が
、
孔
子
の
日
一
一
行
動
以
思

想
の
本
質
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
な

い
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出
品
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本
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つ
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作
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日
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小
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健
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敢
不
服
っ
上
好
い

夫
如
足
、
別
四
方
之
氏
、
縦

」
結
句
子
路
第
十
一
一
一
)

問
題
は
稼
問
を
学
ぼ
う
と
し
た
礎
須
に
ア
小
人
だ
」
と
儒
家
と
し

て
最
も
厳
し
い
批
判
を
加
え
た
孔
子
の
真
意
を
、
制
明
、
か
ど
う
受
け

と
め
て
い
る
か
に
あ
る
の
点
来
何
の
『
集
解
n

旬
、
朱
子
の

け

、

~

上
好
礼
、
郎
氏
莫
敢
不
敬
の

郎
氏
英
敢
不
用
情
〈
ま
ご
こ
ろ
勺

な
ど
吋
然
の
こ
と
な
が
ら
、
の
視
点
か
ら
焚
遅
が
孔
子
の

立
場
を
都
内
解
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
叫
劫
農
」
詩
の
こ

の
問
題
に
関
す
る
唯
一
の
専
論
で
あ
る
松
浦
友
久
氏
の
「
陶
淵
明
の

明
日
制
改
h

誌
に
つ
い
て
1
1
2
知
識
人
社
会
に
お
け
る
『
憂
道
』
と

『一金約一一九」(片山
γ
問
符
正
論
叢
九
一
第
ト
八
集
九
九
九
)
も
、
二
孔
予

の
}
散
し
い
奨
理
批
刈
は
、
農
民
や
.
般
人
が
成
樹
ヂ
る
こ
と
へ
の

批
判
で
は
な
く
、
門
会
子
山
川
・
政
治
に
惇
、
む
す
べ
き
儒
家
的
知
識
人
が
射

耕
す
る
こ
と
、
ア
て
れ
に
よ
っ
て
知
識
人
の
本
分
に
専
心
で
き
な
く
な

る
こ
と
;
へ
の
批
判
ア
一
と
い
う
こ
と
で
あ
る
J

と
同
様
の
角
度
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
さ
れ
て
い
る
。

山
間
寧
の
後
半
開
勾
に
つ
い
て
、
小
論
は
「
奇
妙
な
結
語
」
と
形
容

し
た
が
、
孔
子
の
林
大
連
批
判
を
肯
定
し
た
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
ー
然

川
町
一
章
は
「
勧
農
い
詩
全
体
の
論
拐
を
屈
折
さ
せ
な
が
ら
も
、
そ
の
、
主

題
を
補
強
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
見
方
を
と
る
こ
と
に

な
ろ
う
《

υ

前
近
代
の
読
書
人
た
ち
は
そ
の
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
解

釈
の
工
夫
を
試
み
て
い
る
が
(
詳
細
は
松
浦
論
文
第
:
ふ
車
参
照
)
、

や
は
り
持
丸
の
無
期
を
避
け
ざ
る
得
な
か
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

そ
こ
で
の
最
大
公
約
数
的
な
解
釈
は
、
二
一
一
同
外
に
勧
農
の
意
味
が
こ

て
い
る
」
る
も
の
で
あ
る
つ
代
表
的
な
例
と
し
て
清
の

巻
八
で
次
の
よ
う
に
い
う
。
二
一
一
問
、
能
如
孔

勉

人

意

、

日

一

一

宮

山

わ

(20) 
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ん

と

す

る

の

は

、

孔

の

よ

う

に

あ

り

得

た

ら

、

開

畑

で

農
作
業
に
は
げ
ま
な
く
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
だ
。
(
だ
が
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
ひ
と
び

と
に
農
業
に
務
め
よ
と
い
う
意
味
が
言
外
に
あ
る
と
埼
解
さ
れ
る
の

で
あ
る
)
勺
現
代
で
も
例
え
ば
孫
鈎
錫
司
細
川
淵
明
集
校
注
』
(
…
何
十
部

省
新
襲
警
前
一
九
八
六
)
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ご
一
一
国
外
の
意
」
が

重
視
さ
れ
て
い
る
の
吋
如
来
有
誰
徳
才
過
人
、
能
像
孔
子
和
、
輩
仲
野

那
様
投
身
子
山
京
高
的
事
業
、
我
又
忽
敢
不
敬
侃
井
称
賛
他
的
美
徳
。

一
一
一
日
外
之
意
走
、
若
不
能
如
孔
如
法
…
可
那
就
必
須
従
事
労
作
c

H
も
し

才
徳
が
人
よ
り
優
れ
、
孔
子
や
義
仲
如
の
よ
う
に
崇
高
な
事
業
に
全

力
を
傾
け
ら
れ
る
人
物
が
い
る
の
な
ら
、
私
に
し
ろ
そ
の
人
の
美
徳

を
敬
服
称
賛
せ
ず
に
い
ら
れ
ょ
う
か
。
一
一
一
一
口
外
の
意
味
は
、
孔
子
や
藍

子
の
よ
う
に
あ
り
得
な
か
っ
た
な
ら
、
当
然
労
働
作
業
に
従
事
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
の
」

先
に
あ
げ
た
松
減
論
文
は
、
表
出
的
な
一
一
一
一
間
外
の
意
に
こ
だ
わ
る
だ

け
で
な
く
、
淵
明
自
身
の
体
験
に
部
し
た
精
神
の
深
み
に
迫
ろ
う
と

す
る
。
そ
こ
で
着
持
さ
れ
る
の
は
、
「
突
如
歳
始
春
、
懐
十
日
間
舎
」

其
a

9

(

〈
伝
十
六
匂
)
の
間
閉
鎖
、
問
匂
「
光
部
有
遺
耕
憂
道
不
愛
貧

濯
難
逮
転
欲
志
一
長
勤
」
と
、
そ
の
典
故
三
塁
間
』
第
十
五
配

の
「
子
目
、
君
子
謀
道
不
謀
食
c

耕
也
、
態
夜
其
中
央
会
学
山

君

で

あ

る

(

松

続

論

文

盟

意

)

。

淵
明
白
身
の
体
験
と

2
2立
の
前
掲
典
故
を
踏
ま
え
た
「
奨
卯
歳

始
春
い
詳
の
当
該
部
分
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、
「
憂
道
不
一
盈

一
策
い
と
い
う
先
制
孔
子
の
生
き
方
は
、
到
底
自
分
に
は
逮
び
難
い
も

の
、
そ
こ
で
や
む
な
く
凡
患
に
ふ
さ
わ
し
い
畑
仕
事
に
志
す
の
だ
と

い
う
結
論
で
あ
る
つ
た
だ
小
論
第
五
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
勧

農
」
詩
と
「
諮
八
卯
歳
始
春
」
詩
と
は
、
制
作
時
期
を
は
じ
め
多
く
の

面
で
次
元
を
異
に
し
て
お
り
、
併
せ
て
論
の
対
象
と
す
る
の
は
い
か

が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
の

以
上
の
よ
う
な
似
輩
が
「
勧
農
」
詩
の
論
旨
を
屈
折
さ
せ
な
が
ら

も
、
全
体
の
、
主
題
を
補
強
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
前

近
代
か
ら
の
多
数
解
釈
に
対
し
、
川
型
車
は
間
章
ま
で
の
論
旨
を
切
断

し
、
そ
れ
と
対
立
す
る
独
自
性
を
有
す
る
も
の
だ
と
い
う
読
み
方
も

存
在
す
る
。
例
え
ば
一
海
知
義
氏
の
「
陶
淵
明
の
孔
子
批
判
」
(
『
文

学
』
第
四
十
五
巻
第
四
号
岩
波
書
路
一
九
七
七
)
は
、
「
(
『
論
語
』

の
子
路
篇
の
一
文
は
)
孔
子
の
根
源
的
思
視
的
観
点
を
称
揚
す
る
も

の
と
し
て
、
繋
須
・
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
く
。
(
中
路
)
だ
が
淵
明

は
、
三
つ
の
(
董
仲
野
と
の
)
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
儒
家
の
農
業
軽
視
、

労
働
に
対
す
る
蔑
視
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
を
非
難
、
批
判
す
る
。

淵
明
の
孔
子
批
判
、
ま
た
葦
仲
野
批
判
は
、
き
わ
め
て
誼
裁
で
あ
る
。

(
一
章
ご
と
指
摘
す
る
。
ま
た
制
章
後
半
の
四
句
に
つ
い
て
、
二
階

論
文
は
次
の
よ
う
に
-
記
す
。
「
も
し
も
俗
事
に
趨
然
と
し
た
、
高
山
間

(21) 



な
ニ
の
ト
々
々
通
り
の
が
で
き
る
の
な
ら
、
江
リ
を
正
し
て
そ
の

人
格
の
し
川
派
さ
を
た
た
え
も
い
た
そ
う
の
肉
付
の
大
意
は
わ
れ
の
ご
と

く
で
あ
ろ
う
，
と
す
れ
ば
、
こ
の
結
句
は
、
広
殺
な
批
判
を
や
わ
ら

げ
る
.
定
の
間
保
で
も
あ
る

η

だ
が
、
留
保
と
は
い
い
条
、
そ
れ
は

い
わ
ば
シ
ニ
カ
ル
な
叡
保
で
あ
り
、
加
明
の
孔
子
批
判
の
態
度
は
明

快
で
あ
る
・
ど
い
え
よ
う
η

(

a

本)い

h

削
京
に
つ
い
て
の
小
論
の
観
点
は
、
勧
山
肢
の
主
題
の
嬬
強
と
い
う

伝
統
的
な
佼
能
付
け
で
は
な
く
、
山
川
京
ま
で
の
論
訴
を
大
き
く
ト

i

ン
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
、
主
題
の
展
開
に
水
を
か
け
る
は
た
ら
き
を
す
る

も
の
と
い
う
と
ら
え
か
た
で
あ
る
つ
た
だ
そ
の
調
子
は
二
階
論
文
の

い
わ
れ
る
よ
う
な
箆
接
明
快
な
批
判
で
は
な
く
、
州
内
識
的
で
斜
め
の

姿
勢
で
あ
る
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
。
一
海
論
文
で
は
、
孔
子
と

仲
如
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
「
農
業
軽
視
、
労
働
に
対
す
る
蔑
視
」
と

す
る
が
、
そ
の
期
的
は
ポ
さ
れ
な
い
の
川
町

v

山
間
は
や
は
り
知
章
の
用
語
、

表
現
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
淵
明
の
九
誌
の

開
会
詩
が
す
べ
て
吋
持
続
(
毛
詩
)
』
の
「
嫡
系
」
で
あ
る
こ
と
は
、

結
明
郷
「
陶
淵
明
昭
一
一
一
間
持
論
」
(
円
陶
淵
明
批
評
』
台
湾
問
明
書
研
一

九
七
八
・
初
版
は
一
九
六
八
)
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
こ
こ

で
詑
自
さ
れ
る
の
は
、
山
間
章
第
一
旬
「
孔
耽
」
の
「
耽
」
が
、

経
b

は
お
ろ
か
内
十
:
続
四
日
間
中
、
衛
鼠
「
関
」
の
第
一
二
家

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
っ
こ
し
之
枕
分
猶
可
説
也

女
之
枕

(
男
性
)
の
耽
る
や
猶
ほ
説
く
い
訳
す

」
を
「
解
」
と
す
る
)
べ
き
も
女
の
耽
る

一
耽
」
を
孔
続
は
「
耽
楽
」
と
い
う
成
語
で
敷

る
に
恋
に
う
つ
つ
を
抜
か
す
意
味
で
、
文
人
な
ら
、

だ
け
で
、
「
現
」
を
連
想
す
る
の
は
必
定
で
あ
る
。

の
出
品
(
も
、
「
楽
」
に
相
当
す
る
部
分
は
、
『
史
記
』

と
も
に
「
兵
精
(
精
励
す
る
、
心
を
打
ち
込
な
)
如
此
」

は
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
附
掌
前
半
開
勾
の

「
耽
」
ぷ
ぎ
の
用
法
、
お
よ
び
後
半
mm
句
に
お
い
て
、
文
字
な
ど
と

全
く
無
縁
な
農
民
が
孔
、
藩
一
両
夫
子
に
近
い
教
養
や
人
徳
を
身
に
着

け
る
と
い
う
万
に
一
つ
の
可
能
性
も
な
い
条
件
の
仮
定
と
を
あ
わ
せ

眺
め
た
場
合
、
淵
明
の
姿
勢
が
か
な
り
不
真
部
信
な
方
向
に
傾
い
て

い
る
と
い
わ
、
さ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
の
要
す
る
に
「
勧
農
」
詩
は

指
撲
含
真
の
太
古
の
生
活
か
ら
説
き
お
こ
し
た
ひ
た
む
き
な
訓
戒
が
、

最
後
に
一
来
っ
て
ぽ
っ
き
り
折
れ
曲
が
っ
た
奇
妙
な
印
象
を
与
え
ず
に

は
お
か
な
い
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
猟
明
の
一
一
同
の
寓
意
を
治
々

と
弁
じ
て
や
ま
な
い
明
の
黄
文
換
も
、
「
勧
農
」
詩
に
つ
い
て
は

光
経
万
丈
」
(
『
陶
詩
析
義
』
巻
)
と

ノヘ
'7 

一
小
一
付
税
也
H
N

土

る
・
一

z

iま

や
説
く
べ
か

A
γ
t
J

司、，，、
P

、A

可、

有
す
7
ャカ

こ
の

「蒼一楽琴世一間」

し
て
い
る
今

作
品
の
中
途
で
、
論
需
が
大
き
く
曲
折
す
る
破
格
の
技
法
は
、

に

続

く

「

命

に

も

認

め

ら

れ

る

の

五

の

見

事

な
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仏

νん
奇
心
¥
こ
レ
い
や
一
、

-b沼
佐
川

I
Y
L
L
ρ

淵
明
の
mm
一
一
一
一
同
一
持
が
、
を
除
い
て
、

の
陳
腐
な
模
倣
で
あ
り
、
彼
ら
し
い
創
造
性
が
希
薄
で
あ

山仰

る
と
、
激
し
い
評
備
を
ド
す
結
紫
卿
は
、
厳
腐
荘
重
な
名
門
陶
家
の

続
史
の
同
一
廠
か
ら
、
父
親
と
な
っ
た
凡
患
の
情
の
吐
露
へ
の
「
命

命

子
」
の
転
制
を
容
赦
な
く
皮
肉
っ
て
い
る
の
州
の
祭
淵
と
し
て
起
家

す
る
以
前
、
あ
る
い
は
荊
州
の
軍
関
一
組
玄
の
幕
僚
と
し
て
、
江
陵
に

赴
く
前
の
淵
明
に
は
、
袋
、
内
士
族
と
は
い
え
、
役
所
と
の
付
き
合
い

は
吋
然
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
販
興
か
何
か
、
「
勧
農
」
の
詩
を
作

ら
ぎ
る
を
得
な
い
機
会
に
前
し
、
一
詠
詩
の
中
途
で
み
ず
か
ら
の
実
感

か
ら
離
れ
た
誇
大
な
表
現
に
気
が
さ
し
、
か
か
る
転
調
が
生
じ
た
の

か
も
知
れ
な
い
の

(
注
)

①

鯵

仲

安

吋

陶

淵

明

伝

』

上

海

十

日

籍

出
版
社
刊
九
八
.
第
八
本
「
文
学
上
一
影
響
」
邦
訳
技
・
上
回

武
内
胸
淵
明
伝

i
中
間
に
お
け
る
そ
の
人
間
像
の
形
成
過
穂
』
扱
古
書

院
，
九
八
七
「
題
材
と
内
容
の
崩
か
ら
、
彼
の
詩
は
大
よ
そ
詠
壊
一
一
持
と

間
関
詩
の
陶
ぺ
荷
額
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
J

の
提
起
に
基
づ
く
。

な
お
詠
懐
持
と
間
関
詩
の
特
徴
、
相
瓦
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
田
部

井
文
雄
氏
と
の
共
著
明
陶
淵
明
集
全
釈
』
明
治
書
院
縄
ザ

0
0
一
の
「
解

題
」
の
ぷ
附
淵
明
の
文
学
」
の
の
制
十
回
」
「
国
民
詩
の
側
面
」

に
見
解
を
記
し
て
お
い
た
れ

②
段
の
遊
技
箕
子
が
腐
の
武
主
に
伝
え
た
国
家
統
治
の
八
項
の
政
治
原
則
。

(
吋
尚
喜
〈
存
続
〉
h

巻
十

a

一間

2
7
挟
範
)

③
練
奇
猷
校
釈
吋
以
内
氏
春
駄
校
釈
』
巻
二
十
六
「
ド
L

農
」
注
〔
一
〕
学
林

い
U
ド
双
十
し

-
1
M
l
u
.
L

L
L
μ
hハら
f
J
J
j
i
j
p
-
J

@
筆
者
(
ヒ
町
)
の
鵠
脊
.
の
範
鶴
に
よ
る
の

@
ウ
介
氏
要
締
』
巻
一
第
三
「
種
穀
」
所
引
の
『
氾
勝
之
』
世
一
聞
の
一
節
に

「
科
戸
沢
取
減
、
法
、
神
山
印
後
加
之
、
骨
汁
糞
汁
種
種
、
例
制
〈
砕
く
〉
馬

骨
・
午
、
半
、
猪
、
犠
鹿
骨
，
斗
、
以
雪
汁
二
一
斗
煮
之
。
(
中
略
)
状

如
活
稜
法
、
皆
捜
〈
確
か
め
る
〉
汁
乾
乃
止
。
」
と
あ
り
、
戸
市
稜
派
が

最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
、
新
興
の
神
農
一
郎
(
お
よ
び
お
そ
ら
く

F
沢

〈
伊
都
尉
〉
)
は
そ
れ
に
追
従
し
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

@
認
附
書
』
巻
一
一
一
十
四
経
籍
志
・
山
係
者
の
目
録
五
部
卜
九
巻
は
派
の
別
は

な
く
、
す
べ
て
技
術
的
、
実
務
的
な
審
物
で
あ
る
と
見
受
け

k

ら
れ
る
。

(
『
氾
勝
之
欝
』

e

一
巻
・
漢
議
郎
氾
勝
之
撰
、
司
四
民
月
令
』
一
巻
・
後

漢
大
尚
書
桜
寒
撰
、
司
禁
苑
実
録
』
一
巻
、
ヲ
介
氏
袈
術
』
十
巻
・
賀
忠

誠
撰
、
『
春
秩
境
沿
一
心
ハ
常
探
義
』
五
栄
」
・
揚
瑳
撰
・
梁
有
「
陶
朱
公
養

魚
法
」
「
ト
式
養
学
法
一
「
養
籍
法
」
「
月
政
玄
関
牧
栽
種
法
」

目
録
の
「
自
注
」
で
は
l
農
政
官
の
指
導
的
な
耕
作
法
が
法
令
と
し

て
各
地
に
撤
寂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
っ
日
好
ま
し
く
な
い

傾
向
と
し
て
は
農
作
物
の
商
品
化
が
進
ん
で
、
官
佼
に
よ
る
統
制
が
混

乱
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

e淵
明
か
ら
約
一
世
紀
遅
れ
た
『
斉
民
嬰
術
』
の
序
の
冒
頭
を
見
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
、
神
農
も
戸
市
穣
も
向
じ
次
元
の
存
夜
と
し
て
見
ら
れ
、

学
一
派
の
別
が
意
識
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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為

来

箱

、

以

利

天

下

。

尭

命

凶

子

食

貨

志

に

見

え

る

四

人

の
有
能
な
官
吏
)
、
敬
授
良
時

φ

舜
命
后
稜
、
食
為
政
誌
の
話
内
制
土
問
、

万
国
作
V

A

(

治
に
通
用
)
っ

mw
后
稜
の
播
般
の
指
導
(
吋
尚
書
』
舜
典
「
帝
日
、
来
(
后
稜
の
名
)
繋

民
間
(
な
や
む
)
飢
、
汝
沼
稜
播
時
(
こ
h

}

に
)
一
白
穀
」
)

。
山
舜
の
的
耕
(
吋
史
記
h

五
帝
本
紀
平
舛
州
制
歴
山
」
・
馬
の
拐
耕
(
『
論
組
問
』

窓
側
州
第
L
i
問
ぷ
内
・
稜
ωmA桜
、
出
有
天
下
」
)

⑬
饗
欠
携
一
俄
(
撲
は
も
と
春
秋
の
問
名
、
背
に
滅
ぼ
さ
れ
て
邑
の
名
と
な

っ
た
。
〉
(
吋
点
伝
』
嬉
公
三
ト
一
一
一
年
「
臼
季
、
箆
過
葉
、
見
翼
欠
縛

3

鉱
ハ
表
餓
之
勿
敬
、
相
如
資
J
)

ぬ
一
泊
溺
(
吋
品
川
誌
に
微
子
第
十
八

γ
長
波
、
併
用
溺
耕
出
耕
。
」
〉

⑫
吋
左
伝
n
b

貴
公
十

a

ぷ
3

「
縫
武
子
八
普
の
間
将
〉
日
(
中
略
)
(
楚
の

結
一
七
は
)
筏
之
〈
兵
十

L

た
ち
を
い
ま
し
め
て
〉
日
、
民
生
紅
勤
、
勤
剤

、
£
i
，
作
一

イ
限
」

。
内
史
記
b

巻…
m
m
b
ト
一
…
儲
林
一
似
「
穫
仲
如
(
中
略
)
以
治
春
秋
、
(
中

路
)
譲
二
一
年
(
中
略
)
不
観
於
合
問
、
放
〈
精
如
比
二
・
合
焼
香
』
巻
五

十
六
産
仲
如
伝
・
当
該
部
吋
史
記
b

と
間
文

ぬ
税
、
何
易
(
吋
集
解
』
「
包
(
成
)
日
、
礼
儀
与
…
倍
、
足
以
成
徳
、
何
用

学
稼
以
教
民
乎
っ
て
朱
悲
吋
築
技
』
叶
(
北
宋
ラ
場
時
)
日
奨
遅
遊
mme
人

之
内
、
一
向
出
稼
問
。
忘
別
閉
山
火
J
、

⑬
柄
引
介
刊
の
鎚
斌
氏
の
吋
陶
淵
明
伝
論
』
(
一
恭
東
部
範
大
学
出
版
社
.
(
)
O

叫
)
第
七
章
第
:
一
節
「
閉
山
山
内
詩
の
絶
唱
」
は
、
「
陶
淵
明
は
貌
持
の
四

一
一
時
一
川
持
復
興
時
期
に
お
け
る
最
高
の
成
果
を
あ
げ
た
詩
人
と
評
備
で
き

る
い
と
称
賛
し
て
い
る
。
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
ろ
う
の

⑬
是
錨
転
援
点
、
像
走
大
祭
{
一
児
暴
、
安
歩
跨
出
願
堂
、
這

ャ
イ
端
過
一
口
気
党
得
一
極
身
軽
諮
了
一
点
。
「
麗
夜
生
子
議
火
部
求

凡
百
有
心
(
下
略
)
」
開
始
是
那
様
厳
粛
、
幾
乎
富
一
死
心
跳
、
到
透
一
義

忽
熱
破
顔
践
児
子
関
起
玩
笑
来
、
使
這
一
袋
詰
空
気
顕
得
異
常
不
調
和
。

(
前
茨
城
大
学
)
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